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ディープインパクト
鹿　2002

*サンデーサイレンス
Sunday Silence
青鹿　1986

ストレイキャット
鹿　1999

ストームキャット
Storm Cat
黒鹿　1983

*ウインドインハーヘア
Wind in Her Hair
鹿　1991

*ローミンレイチェル
Roamin Rachel
鹿　1990

Halo 
Hail to Reason 

Cosmah 

Understanding 

Mountain Flower 

Lyphard 

Lady Rebecca 

Busted 

Highclere 

Storm Bird 

Alzao 

*マイニング

Wishing Well 

Terlingua 

Burghclere 

One Smart Lady 

Northern Dancer 

South Ocean 

Secretariat 

Crimson Saint 

Mr.Prospector 

I Pass 

Clever Trick 

Pia's Lady (2)

ストーム キャット Storm Cat は米国産，米４勝，ヤング アメリカＳ 
-G1。米チャンピオンサイアー。米ＢＭＳチャンピオン。【ＢＭＳ：主な産駒】
ミスティ フォー ミー（愛1000ギニー -G1），スペイツタウン（ＢＣスプリント
-G1），フォークロア（ＢＣジュベナイル フィリーズ -G1），ファレノプシス（桜
花賞-JPN1），メイショウボーラー（フェブラリーＳ-JPN1）

ストレイキャットは１戦。産駒
ナリタキングパワー（05　馬扇　栗 *ブライアンズタイム）４勝，木曽川特

別（芝2500ｍ），北海Ｈ（芝2600ｍ），札幌日経オープン -OP３着
タガノエリザベート（07　牝　黒鹿　スペシャルウィーク）２勝，ファンタ

ジーＳ-JPN3（芝1400ｍ）
ダノンアマン（08　牡　黒鹿　ディープインパクト）兵庫（公）２勝，中央入

着，○現
リアライズクレア（09　牝　栗　ゴールドアリュール）１勝，○現

*ローミンレイチェル Roamin Rachel は米国産，米９勝，バレリーナ
Ｈ-G1，ボウモントＳ-G2，ブラウン＆ウィリアムソンＨ-G3，Ruthless S，
Bonnie Leaf S，Princess Rooney H，Queen Breeders' Cup S，ターフ
ウェイＢＣＳ-G2２着，サラブレッド クラブ オブ アメリカＳ-G3２着，
Tell a Secret S２着，アシュランドＳ-G1３着。産駒
ゼンノロブロイ：年度代表馬，最優秀古牡馬，７勝，ジャパンＣ-G1，同

３着，天皇賞（秋）-JPN1，同２着，有馬記念-JPN1，同３着，青葉賞
-JPN2，神戸新聞杯-JPN2，山吹賞，ダービー -JPN1２着，天皇賞（春）
-JPN1２着，京都大賞典-G2２着，日経賞-JPN2２着，宝塚記念-G1
３着，同４着，すみれＳ-OP３着，菊花賞-JPN1４着，英入着，インタ
ナショナルＳ-G1２着。ファーストシーズンサイアーチャンピオン

ダーリング マイ ダーリング Darling My Darling：米５勝，Doubledog-
dare S，Raven Run S，フリゼットＳ-G1２着，メイトロンＳ-G1２着

*インディボールド Indy Bold：不出走。産駒
*ゴールドプライシズライジング Goldpricesrising：米２勝。産駒

タカオノボル：３勝，麒麟山特別，こけもも賞，レパードＳ-G3
２着，佐賀○交入着，佐賀記念-JPN3２着，○現

ワン スマート レイディ One Smart Lady は不出走。*ハローレイチ
ェル Hello Rachel（グローリアス ソングＳ-CAN3）の母

全40口 1口150万円  （総額6,000万円）

ストレイキャットの11

関西入厩

43
●生産：白老ファーム　●繋養：早来ファーム　●入厩予定：松田博資厩舎
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チャンピオンを送り出した希少なファミリーから、待望の牡馬がクラ
ブ初登場です。この一族らしい伸びやかでゆったりとしたシルエット
で、発達した臀部と大きな腹袋からは逞しさと奥行きを感じます。踏
み込みの深いストライドで楽々と加速していく姿からは、血統表通り
のポテンシャルの高さを垣間見ることができ、１歳馬離れした堂々と
した立ち振舞いは生まれ持った器の大きさの表れといえます。これだ
けの好馬体の持ち主でありながらもさらに一段上へと成長を遂げて
おり、またいい意味で随所に緩さを残していることからも、今後もじっ
くりと、そして着実に力を付け頂点を目指す存在となるでしょう。


